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法令略称一覧
え AV出演被害

救済法
性をめぐる個人の尊厳が重ん
ぜられる社会の形成に資する
ために性行為映像制作物への
出演に係る被害の防止を図り
及び出演者の救済に資するた
めの出演契約等に関する特則
等に関する法律

か 金属盗対策法 盗難特定金属製物品の処分の
防止等に関する法律

議院証言法 議院における証人の宣誓及び
証言等に関する法律

行審法 行政不服審査法
行訴法 行政事件訴訟法
刑事収容施設法 刑事収容施設及び被収容者等

の処遇に関する法律
警職法 警察官職務執行法
刑訴規則 刑事訴訟規則
刑訴法 刑事訴訟法
警棒等規範 警察官等警棒等使用及び取扱

い規範
拳銃規範 警察官等拳銃使用及び取扱い

規範
小型無人機等
飛行禁止法

重要施設の周辺地域の上空に
おける小型無人機等の飛行の
禁止に関する法律

国賠法 国家賠償法
個人情報保護法 個人情報の保護に関する法律
国公法 国家公務員法
困難女性支援法 困難な問題を抱える女性への

支援に関する法律
さ 災対法 災害対策基本法

裁判員法 裁判員の参加する刑事裁判に
関する法律

児童虐待防止法 児童虐待の防止等に関する法
律

児童買春禁止法 児童買春、児童ポルノに係る
行為等の規制及び処罰並びに
児童の保護等に関する法律

自動車運転
死傷処罰法

自動車の運転により人を死傷
させる行為等の処罰に関する
法律

児福法 児童福祉法
銃刀法 銃砲刀剣類所持等取締法

人身取引議定書 国際的な組織犯罪の防止に関
する国際連合条約を補足する
人(特に女性及び児童)の取引
を防止し、抑止し及び処罰す
るための議定書

ストーカー
規制法

ストーカー行為等の規制等に
関する法律

性的姿態撮影等
処罰法

性的な姿態を撮影する行為等
の処罰及び押収物に記録され
た性的な姿態の影像に係る電
磁的記録の消去等に関する法
律

組織的犯罪
処罰法

組織的な犯罪の処罰及び犯罪
収益の規制等に関する法律

た 探偵業法 探偵業の業務の適正化に関す
る法律

地公法 地方公務員法
地自法 地方自治法
鳥獣保護管理法 鳥獣の保護及び管理並びに狩

猟の適正化に関する法律
通信傍受法 犯罪捜査のための通信傍受に

関する法律
DV防止法 配偶者からの暴力の防止及び

被害者の保護等に関する法律
道交法 道路交通法
取調べ監督規則 被疑者取調べ適正化のための

監督に関する規則
な 入管法 出入国管理及び難民認定法

は 犯罪収益移転
防止法

犯罪による収益の移転防止に
関する法律

犯罪被害者
支援法

犯罪被害者等給付金の支給等
による犯罪被害者等の支援に
関する法律

犯捜規 犯罪捜査規範
ピッキング
防止法

特殊開錠用具の所持の禁止等
に関する法律

風営法 風俗営業等の規制及び業務の
適正化等に関する法律

不正アクセス
禁止法

不正アクセス行為の禁止等に
関する法律

暴力団対策法 暴力団員による不当な行為の
防止等に関する法律

ま 麻向法 麻薬及び向精神薬取締法
民訴法 民事訴訟法
酩酊者規制法 酒に酔つて公衆に迷惑をかけ

る行為の防止等に関する法律
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法改正&新法 電磁的記録文書等偽造罪
【令和7年の刑法改正】

次は、いわゆる刑事デジタル法（令和 7 年 5 月23日に公布）により、刑法典に新
設された電磁的記録文書等偽造罪についての記述であるが、誤りはどれか。
⑴　文書又は図画として表示されて行使されることとなる電磁的記録（電磁的記録
文書等）を偽造する行為等を処罰するための構成要件（犯罪類型）が新設された。
⑵　公文書等偽造等罪、虚偽公文書作成等罪、偽造公文書等行使罪、私文書偽造等
罪及び偽造私文書等行使罪の客体に、文書又は図画に加えて、電磁的記録文書等
が含まれることとなった。
⑶　電磁的記録文書等偽造罪の各罪の構成要件は、基本的に、それらに対応する改
正前の文書偽造等罪の各罪の構成要件と同様である。
⑷　電磁的記録による逮捕状を無権限で作成した場合は、公電磁的記録文書等偽造
等罪が成立する。
⑸　SNS上で投資実績を他人に示すために、著名人の名義を無断で使用し、特定
の者に成りすまして、電磁的記録を作成する行為は、私電磁的記録文書等の無形
偽造に当たるため、本改正後も電磁的記録文書等偽造罪は成立しない。

�
⑸×　「私電磁的記録文書等の無形偽造に当たるため、本改正後も電磁的

記録文書等偽造罪は成立しない」は誤り。枝文の行為は、有形偽造に当たるため、
私電磁的記録文書等偽造罪が成立する。

⑴電磁的記録（電子データ）は、可読性・可視性に欠け、文書偽造の罪の
客体である「文書」又は「図画」（文書等）に該当しないし、モニター等に表示さ
れたとしても、永続性の要件を満たさず、文書等に当たらないため、新たな構成要
件を設ける必要が生じていた。⑵「電磁的記録文書等」とは、当該電磁的記録が電
子計算機の映像面等に表示され、人の知覚によって認識することができる状態に
なったときに、文書等としての機能を果たすこととなる電磁的記録をいう。例えば、
タブレットの画面に表示された文書がこれに当たる。⑶例えば、電磁的記録文書等
偽造罪における「偽造」とは、電磁的記録文書等の名義人と作成者との間の人格の
同一性を偽ることをいうと解されている。⑷電磁的記録による令状（電子令状）に
係る刑訴法改正は令和9年 3月31日までに施行される予定であるところ、施行後
は、電子令状を偽造して悪用する事案が懸念されることなどが、本罪が新設された
背景にある。

正解
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法改正&新法 逮捕手続における個人特定事項
秘匿措置【令和5年の刑訴法改正】

次は、逮捕状に代わるものの交付請求についての記述であるが、誤りはどれか。
⑴　「逮捕状に代わるもの」とは、逮捕状の被疑事実のうち、被害者等の個人特定
事項が明らかにならないように記載されたものをいう。
⑵　被害者の個人特定事項が被疑者に知られることによって、被害者の名誉又は社
会生活の平穏が著しく害されるおそれがある場合等は、罪種を問わず、逮捕状に
代わるものの交付請求が可能となる。
⑶　逮捕状に代わるものの請求が可能となる対象事件として、不同意性交等の刑法
犯や、性的姿態等撮影罪等の特別法の性犯罪が挙げられる。
⑷　被害者以外の第三者についても、個人特定事項が被疑者に知られることにより、
名誉等が著しく害されるおそれがある場合等については、被害者と同様に逮捕状
に代わるものの交付請求が可能である。
⑸　逮捕状に代わるものは、急速を要するときであっても、被疑事実の要旨及び逮
捕状が発せられていることを告げて逮捕を先行し、事後に提示する方法によるこ
とはできない。

�
⑸×　刑訴法は、逮捕状に代わるものを所持しないためこれを示すことが

できない場合であって、急速を要するときは、被疑者に対し被疑事実の要旨（個人
特定事項を秘匿した方法による）及び逮捕状が発せられている旨を告げて逮捕し、
事後にできる限り速やかに当該逮捕状に代わるものを示すという、いわゆる緊急執
行手続を認めている（同法201条の 2第 4項）。

⑴「逮捕状に代わるもの」に記載すべき事項は、刑訴規則144条の 2第
1項により具体的に定められている。⑵刑訴法201条の 2第 1項 1号ハは、罪種
を問わず、個人特定事項が被疑者に知られることにより名誉又は社会生活の平穏が
著しく害されるおそれなどのある被害者が認められる場合に、逮捕状に代わるもの
の交付請求を認めている。⑶刑訴法201条の 2第 1項 1号イ、ロ。類型的に被害
者保護が必要な事案である。⑷刑訴法201条の 2第 1項 2号。検察官又は司法警
察員は、特定の事件の被害者（同項1号）だけでなく、それ以外の者であっても、
個人特定事項が被疑者に知られることで名誉や社会生活の平穏が著しく害されるお
それ等がある場合には、逮捕状に代わるものの交付を請求することができる。
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刑事訴訟法（電磁的記録提供命令） 

07

 ●  電磁的記録提供命令 

捜査機関

保管者

必要な
電磁記録

提
供
命
令 提

供
命
令

記録媒体＊

記録媒体

保管者側の
記録媒体

捜査機関側の
記録媒体

従来、処分者が被処分者の下に赴いて記録媒体を差し押さえる必要があったため、
処分者側・被処分者側の双方に負担が生じていた。

　　そこで
新たな強制処分として、有体物である記録媒体の差押えを介在させず、被処分者に
対し、電磁的記録の提供を命じるという電磁的記録提供命令が新設された。

＊　記録媒体とは、サーバ、ハードディスク、USBメモリ等を指す。

電磁的記録提供命令に係る令状は書面によるもののほか、電子令状も可能となるほ
か、電子令状の提示もオンラインで可能であるため、捜査機関及び被処分者の双方
の人的・物的負担の軽減に資する。
電磁的記録提供命令は、媒体提出型とデータ提供型に分かれる（刑訴法102条の
2第 1項 2号の提供命令は省略）。

媒体提出型とは　＞＞＞
必要な電磁的記録を、その保管者に対し、記録媒体に記
録させ又は移転させて当該記録媒体を提出させる方法

（刑訴法102条の 2 第 1 項 1 号イ）＊

＊�　従来の記録命令付差押えと比較すると、電磁的記録の記録された媒体の現実の移動を伴う点では共通するが、
捜査機関による記録媒体の占有の剝奪ではなく、被処分者による占有の移転である点が異なる。なお、「記録」
とはコピーのこと（複写元に元データが残る）、「移転」とは、移動のこと（複写元に元データは残らない）。

データ提供型とは　＞＞＞
必要な電磁的記録を、提供命令をする者の管理する記録
媒体に、オンラインで記録させ又は移転させる方法（刑
訴法102条の 2 第 1 項 1 号ロ）

054
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ストーカー規制法 
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 ●  規制対象行為の追加
いわゆる「紛失防止タグ」は、これまで規制の対象外であったが、昨今、それ
を悪用して相手方の所在に関する情報を取得しようとするストーカー事案が増加

新たに「位置情報無承諾取得等」として規制対象となる行為の具体例

□鞄にひそかに紛失防止タグを忍び込ませる
□自動車にひそかに紛失防止タグを取り付ける
□取り付けた紛失防止タグの位置情報を取得する

出典：警察庁ストーカー規制法（https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/stalker/R03kaisei/index.htl）
をもとに株式会社立花書房が作成

紛失防止タグの位置情報を取得する行為

紛失防止タグを取り付ける行為等

「位置情報無承諾取得等」に
追加し、禁止
（ストーカー規制法２Ⅲ②③、
  同法施行令3）

GPS衛星 サーバ

取得

紛失防止タグの
位置情報

紛失防止タグ
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憲法の基本原理

次は、憲法の基本原理についての記述であるが、誤りはどれか。
⑴�　憲法の三大原則は、国民主権、基本的人権の尊重、平和主義である。
⑵�　憲法は、国民主権を実現する方法として直接民主制を採用しているが、これは
国民が代表者を介さずに国家の意思を決定するというものである。
⑶�　憲法は、基本的人権について「公共の福祉」のために相当の制約を受けること
があることを明らかにしている。
⑷�　憲法は、思想及び良心の自由、学問の自由等のほか、社会権的基本権として、
健康で文化的な最低限度の生活を営む権利、勤労の権利、労働基本権等を保障す
ることとしているが、これらは全て旧憲法では規定されていなかったものである。
⑸�　憲法の基本原理に反するような内容の改正は、憲法改正という形式で行うもの
としては、その限界を超えるものと一般的に考えられている。

�
⑵×　「直接民主制を採用している」は誤り。国民主権とは、国民が国の最

高意思決定主体であること、すなわち、国政の運営が国民の総意に従って行われな
ければいけないことを意味する。憲法は、国民主権を実現する方法として、国民が
代表を選任し、その代表を通じて国家の意思を決定するという間接民主制を採用し
ている。

⑴憲法は、国民主権、基本的人権の尊重、平和主義の3つを基本原理とし
て成り立っている（憲法前文）。⑶日本国憲法は、全ての基本的人権に共通するも
のとして濫用の禁止と「公共の福祉」のために人権を利用する責任を明らかにし、「生
命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、
立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする」と定め（憲法13条）、基本的
人権について「公共の福祉」のために制限を加えることが許され得ることを明らか
にしている。⑷憲法は、旧憲法では規定されていなかった思想及び良心の自由（憲
法19条）、学問の自由（憲法23条）等、民主的社会の発展基盤ともいうべき人権
を保障しているほか、社会権的基本権として、生存権（憲法25条）、勤労の権利（憲
法27条）、労働基本権（憲法28条）等を保障している。⑸憲法96条に定める手続
によれば、いかなる内容の憲法改正でも行えるというわけではなく、憲法の基本原
理である国民主権、基本的人権の尊重、平和主義の諸原理を否定するような改正は、
憲法改正の限界を超えるため、憲法96条を根拠としては行い得ないとされる。

正解
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天皇の地位と権能

次は、天皇の地位と権能についての記述であるが、誤りはどれか。
⑴�　天皇は、日本国の象徴であり、日本国民統合の象徴であって、この地位は主権
の存する日本国民の総意に基づくものである。
⑵�　天皇は、一般国民とは異なる特別な地位にあるところ、これについては国民主
権原理の例外として認められている。
⑶�　内閣総理大臣と最高裁判所長官は、どちらも天皇が任命権を有するものである
が、前者は国会の指名、後者は内閣の指名に基づいて天皇が任命する。
⑷�　天皇の行為には、国事行為のほか、公式の外国訪問など、象徴としての地位に
基づく公的行為があるが、これについても、内閣の包括的な責任の下に行われる
ものである。
⑸�　皇族は、皇室典範により皇位継承資格を有することとされるなど、天皇と近い
関係にあるといえるため、一般国民と異なる特別の身分とされ、敬称を受け、皇
族費を支給されるといった特権を有する。

�
⑵×　「国民主権原理の例外」は誤り。天皇は、日本国の象徴であり、日本

国民統合の象徴であって、この地位は、主権の存する日本国民の総意に基づく（憲
法1条）。すなわち、天皇は、一般国民とは異なる特別な地位にあるが、これにつ
いては、国民全体の意思に基づいて憲法が自ら定めたものであり、国民主権原理に
反しない。

⑴憲法1条。なお、天皇は、憲法に定められた国事行為を行う権能のみを
有し、国政に関する権能を有しない（憲法4条 1項）。これは、象徴天皇制の意味
するところを示したものである。⑶内閣総理大臣は、国会の指名に基づいて、天皇
が任命するが（憲法6条 1項）、最高裁判所長官は、内閣の指名に基づいて、天皇
が任命する（同条2項）。⑷象徴としての地位に基づく公的行為には、国会の開会
式にご臨席され、おことばを述べられること、公式の外国訪問、外国元首と晩餐会
を開き、親書・親電を交換されることなどがある。天皇が政治的な責任を負わない
よう、公的行為についても、内閣の包括的な責任の下に行われるものとされている。
⑸皇室は、天皇、上皇及び皇族から構成されており、皇族であることは、皇位継承
資格の一つである。皇族は、天皇とは異なり、象徴たる地位を有するものではない
が、天皇と強い一体性を有する集団として憲法及び法律により一般国民と異なる特
別の身分及び権利義務が与えられている。また、男子の婚姻について皇室会議の議
を要するなど、私的な活動についての制限も加えられている。
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基本的人権の限界

次は、基本的人権の限界についての記述であるが、誤りはどれか。
⑴�　基本的人権の保障は、他の人権や社会全体の利益を犠牲にするような絶対無制
約なものではなく、原則として、全ての基本的人権には一定の制約が内在してい
ると解されている。
⑵�　憲法12条における「濫用してはならない」という部分は、基本的人権の限界
を端的に示したものであり、「公共の福祉のためにこれを利用する責任を負う」
とは、他の人権や社会的利益との衝突が生ずる場面では、一定の制約を甘受する
責任を意味する。
⑶�　公共の福祉による制約の具体的な限界は、制約される権利の性質、制約により
保護される利益、制約の手段等を総合考慮して決するものである。
⑷�　職業選択の自由は、国民が生活していく上での基本的な権利であるが、憲法上
も「公共の福祉に反しない限り」と規定されているから、公共の福祉による制約
を受けるものといえる。
⑸�　知る権利やプライバシー権のような新しい人権は、個別の人権保障規定におい
て明示されているものではないから、明文で規定されている基本的人権とは異な
り、公共の福祉により制限されない。
�

⑸×　「公共の福祉により制限されない。」は誤り。知る権利やプライバシー
の権利のような新しい人権についても、基本的人権である以上、公共の福祉による
制約を受ける。

⑴基本的人権は「侵すことのできない永久の権利」であるが（憲法11条）、
これを絶対無制約なものと仮定すると、人権相互の衝突や人権と社会的利益との衝
突の場面においてトレードオフが生じることから、全ての基本的人権には一定の制
約が内在していると解されている。⑵憲法12条。「濫用してはならない」とは、基
本的人権が絶対無制約なものでないことを意味し、「公共の福祉のためにこれを利
用する責任を負う」とは、他の権利利益と衝突する場面において一定の制約を甘受
しなければならないという意味である。⑶基本的人権に対する制約は、「公共の福
祉」のための必要最小限度に限って許される。許される制約の程度については、飽
くまで個々の具体的な問題ごとにその制約を加えることによって保護されるべき法
益の大きさと制限される基本的人権の性質、制約の手段等を総合的に考慮した上で
判断されることとなる。⑷憲法22条 1項は、職業選択の自由について「公共の福
祉に反しない限り」と規定している。したがって、職業選択の自由は、公共の福祉
による制約を受けるものといえる。
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法の下の平等

次は、法の下の平等についての記述であるが、誤りはどれか。
⑴�　憲法14条 1項は、「全て国民は」と規定していることから、平等権の主体は、
日本国民に限られ、平等権は、特段の事情の認められない限り、外国人には保障
されない。
⑵�　憲法14条 1項後段には、「人種、信条、性別、社会的身分又は門地」を理由と
する差別の禁止が掲げられているが、その他の理由による差別も禁じられる。
⑶�　法の下の平等における「法」には、慣習法のほか、行政機関の定立する命令や
地方公共団体の条例も含まれる。
⑷�　就業規則において男子の定年年齢を60歳、女子の定年年齢を55歳と定めるこ
とは、専ら女子であることのみを理由として定年年齢を男子より低く定めたもの
である場合、性別のみによる不合理な差別であるといえる。
⑸�　宗教観や政治観などの信条を理由に賃金、労働時間その他の労働条件について
差別的取扱いをすることは許されない。

�
⑴×　「外国人には保障されない」は誤り。日本国憲法の人権保障は、権利

の性質上日本国民のみを対象とすると解されるものを除き外国人にも等しく及ぶ
（最大判昭53.10.4）。平等権は個人の尊重（憲法13条）に由来し、人を等しく尊
重すべき要請は国籍を問わず妥当するから、その性質上、外国人にも保障が及ぶ。

⑵憲法14条 1項後段の「人種、信条、性別、社会的身分又は門地」は、
例示列挙にすぎず、その他の理由による差別も禁じられる。⑶憲法14条 1項の「法」
とは、憲法や法律のみならず、命令や条例等も含めた一切の法規範をいうから、成
文法のみならず、不文法である慣習法も含み、また、法律のみならず、命令や条例
も含まれる。⑷男女の肉体的差異に基づいて女子を保護することは、必要最小限の
範囲では平等原則に反しないが、男子の定年年齢を60歳、女子の定年年齢を55歳
と定める就業規則について、判例は、女子の定年年齢を男子より低く定めた部分は、
専ら女子であることのみを理由として差別したことに帰着するものであり、性別の
みによる不合理な差別を定めたものとしている（最判昭56.3.24）。⑸就労関係に
おいては、宗教的信念、人生観、世界観、政治観などの信条を理由に賃金、労働時
間その他の労働条件について差別的取扱いをすることは禁止される。
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公務員の人権

01

 ●  公務員の憲法上の地位

 ●  公務員の人権の制限

　公務員の政治活動に対しては、合理的で必要やむを得ない限度の制限が加えられ
る（最大判昭49.11.6）。
　例　国公法102条 1項における「政治的行為」の禁止

�　憲法28条の労働基本権（団結権・団体交渉権・争議権）に対しても、必要やむ
を得ない限度の制限が加えられる（最大判昭48.4.25）。
�　特に争議権については、公務員がストライキを起こすと社会に対して重大な影響
が生じるため、職種を問わず全面的に否定されている。

15条2項
公務員は全体の奉仕者である➡労働者であると同時に奉仕者

公共の利益＝国民

奉仕

公務員

労働者としての権利に制限がある

1　政治活動の自由

2 労働基本権

520



法学ナビ

人身の自由（憲法31条、33条、34条）

02

 ●  法定手続の保障（憲法 31 条）

 ●  不当に逮捕されない権利（憲法 33 条）

 ●  不当に抑留・拘禁されない権利（憲法 34 条）

□ 罪刑法定主義

刑事手続 刑事実体

法定

□ 告知・聴聞の権利

□ 「刑事訴訟法」が定められている

□ 刑罰法規の明確性
□ 罪刑の均衡　　　等内容の適正

○ 告知……刑罰を科される危険にさらされている者に対して、あらかじめ刑
罰を科される理由や科される刑罰の内容を知らせること

○ 聴聞……刑罰を科す前に、相手方に弁解の機会を与えること

令状が必要（令状主義） 現行犯人の場合、令状
なしに逮捕できる　　

逮捕するには

通常逮捕
（199）

緊急逮捕
（210）

□現行犯逮捕　
□準現行犯逮捕
（212、213）

原則 例外憲
法
33

刑
訴
法

抑留・拘禁時に理由の
告知を求める権利

□被疑者は、逮捕時に
直ちに犯罪事実の
要旨を告知される
（203Ⅰ、204Ⅰ）

具体化

抑留・拘禁時の
弁護人依頼権

□弁護人依頼権の告知
　（203Ⅰ、204Ⅰ、
　207Ⅱ）
□接見交通権（39Ⅰ）

※憲法には被疑者に対する国選弁護人依頼権の保障は含まれていない

具体化

拘禁についての
理由開示請求権

□勾留理由開示制度
　（207Ⅰ・82）

具体化

刑
訴
法

憲
法
34
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